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ことを願い、「あきたっ子」としました。

市 Ｐ 連 だ よ り

「
夢
の
教
室
」

　

待
ち
に
待
っ
た
十
月
二
十
四
日
、
土

崎
小
学
校
五
年
二
組
に
ラ
モ
ス
瑠
偉
さ

ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
体
育
館
で
体
を
動
か
し
、
大

は
し
ゃ
ぎ
�
す
ぐ
に
緊
張
も
と
け
、
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
教
室
で
「
夢
」
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
き
、
子
供
達
は
目
を

キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
て
お
話
し
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

夢
を
叶
え
る
た
め
に
ど
ん
な
事
を
す

れ
ば
良
い
の
か
…
…
一
人
一
人
が
、
真

剣
に
考
え
て
発
表
し
ま
し
た
。

土崎小学校　10月24日（金）

「夢の教室」５年生

ラモス瑠偉さんが夢について語ってくださいました



　

ご 

挨 

拶
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

	

会
長		

渡
辺　

正
宏

　

秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
、

六
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
日

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
の

も
、
こ
れ
ま
で
こ
の
連
合
会
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
歴
代
会
長
や
役

員
の
方
々
の
お
か
げ
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
諸
先
輩
や
関
係
諸
機
関
の

方
々
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
対

し
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
、
新
教
育
制
度

の
下
、
子
ど
も
の
教
育
と
福
祉
の

向
上
を
目
的
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う

組
織
が
設
立
さ
れ
、
以
来
六
十
年

秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
し
て

運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
最
近
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
関

わ
り
方
も
微
妙
に
変
わ
っ
て
き

て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。
役
員
の
な
り
手
が
な
く
抽
選

で
役
員
を
決
め
る
と
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

不
要
論
だ
と
か
、
最
近
で
は
、「
モ

ン
ス
タ
ー　

ペ
ア
レ
ン
ツ
」
な
る

言
葉
も
出
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
が
「
子
ど
も

の
た
め
に
」
と
い
う
思
い
は
、
時

代
や
環
境
が
異
な
っ
て
も
、
変
わ

り
は
な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
向
け
る
べ
き
ベ
ク
ト
ル
が

や
や
違
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
そ
の
ベ
ク
ト
ル

を
み
ん
な
で
同
じ
方
向
に
向
け
、

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
活
動
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

激
変
す
る
社
会
状
況
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

残
念
な
が
ら
決
し
て
い
い
環
境

だ
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。
こ

う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
我
々

保
護
者
が
、
子
ど
も
た
ち
を
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
果
た
す

べ
き
役
割
も
大
き
な
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
保
護
者
が
家
庭
で
、
教

師
が
学
校
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
が
地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
子
ど
も
た
ち
に
関
わ
っ
て

い
く
。
ま
さ
に
「
家
庭
で
躾
、
学

校
で
学
び
、
地
域
で
育
て
る
」
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
初
め
て
、
社

会
が
子
ど
も
を
共
に
育
て
る
と

い
う
「
共
育
（
き
ょ
う
い
く
）」

と
い
う
姿
が
実
現
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

六
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
迎
え
た
今
、
も
う
一
度
原
点
に

戻
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
会
員

の
皆
さ
ん
方
の
絆
を
強
く
し
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む

指
針
作
り
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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60周年記念
秋田市ＰＴＡ連合会

祝

�
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典

�
感
謝
状
贈
呈

感
謝
状
受
賞
さ
れ
た
方
々

榎　
　
　

宏	

様

（
平
成
十
年
度
会
長
）

赤
田　

英
博	

様

（
平
成
十
一
～
十
七
・
十
九
年

度
会
長
）

吉
田　

幸
雄	

様

（
平
成
十
八
年
度
会
長
）

竹
嶋
百
合
子	

様

（
昭
和
六
十
二
年
四
月
～
平
成

十
九
年
十
月
事
務
局
職
員
）

�
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

明
徳
小
学
校
音
楽
部
に
よ
る
合
唱

♪
一
曲
目　

秋
田
県
民
歌

♪
二
曲
目　

唱
歌
～
秋

	

♪
三
曲
目　

世
界
が
一
つ
に
な

る
ま
で

�
記
念
講
演

演
題

「
気
象
情
報
う
ら
お
も
て
と
秋

田
の
気
象
」

氏
名　

高　

田　
　
　

斉

気
象
予
報
士　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

元
日
本
ウ
ェ
ザ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
協
議

会
会
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
監
事

渡辺会長より赤田前会長へ 平成20年10月29日



秋田市ＰＴＡ連合会の誕生と歩み

昭和23年 ６月26～27日　明治大学にて日本ＰＴＡ結成促進準備会発足。
７月25日　旭北小学校において、秋田市ＰＴＡ連合会（以後市Ｐ連と記）設立総会が開かれ、初代会長

に旭北小学校ＰＴＡ佐藤末松氏を選出。９単位ＰＴＡにより組織され、校外部、文化部、体
育部をおく。

８月28日　第１回親睦野球大会全市大会が開かれ、港北小学校が優勝。

昭和29年 秋田市教育委員会（以後市教委と記）と市Ｐ連の懇談会開催。

昭和32年 ４月１日　市Ｐ連会則ができる。第３条に「この会はＰＴＡ本来の目的のため単位ＰＴＡの連絡調整を
図るを以て目的とする」とある。

全国協議会が日本ＰＴＡ全国協議会（以後日Ｐと記）に改称される。

昭和39年 ９月５日　市Ｐ連主催第１回家庭バレーボール大会を開催。

昭和43年 各単位ＰＴＡで創立20周年記念式典が行われる。
日Ｐ創設20周年記念式典が皇太子御夫妻臨席のもと挙行される。

昭和45年 市Ｐ連に交通安全部をおく。
９月４～５日　第２回東北ＰＴＡ研究大会（新潟県も含む）秋田大会を主管。

昭和51年 将来の５地区編成から、土崎地区が独立し６地区編成とする。

昭和53年 10月20～21日　第10回東北ＰＴＡ研究大会秋田大会を主管。

昭和54年 市Ｐ連組織体制が、校外指導部、交通安全部、文化研修部、保健体育部の４専門部制であったが、体育
部が独立し、更に保健と給食を合わせ保健給食部の５専門部制に。

昭和55年 車社会になり、子ども達に交通安全教育及び交通遺児の仲間への思いやりの心を育てる、更に小さな一
円玉を大切にする金銭感覚を身につけさせたいという趣旨により第１回交通遺児「一円玉福祉募金」を
実施。

昭和59年 市Ｐ連に総務部を設置し、これまで５専門部制であったものを６専門部制とする。
11月９～10日　第16回東北ＰＴＡ研究大会秋田大会を主管。

昭和62年 ８月19日　校外指導部が市内小中学校学区内危険箇所マップを作成。

平成２年 １月14日　秋田市内に初めてカラオケボックスが10箇所で営業を開始したため市教委社会教育課との共
催で、校外指導部が班編成をし子ども達を取り巻く環境的面から実態調査。

平成４年 全国の小中学校で、月１回の割合で学校週５日制が実施される。
市教委と地区ＰＴＡによる懇談会を各公民館にて開催、学校週５日制に伴う子ども達の地域での過ごし
方や学校施設開放について協議。

平成10年 10月３日　創立50周年記念式典、記念祝賀会を挙行。50周年を記念し、シンボルマークを設定。秋田市
関係者及び、市Ｐ連ＯＢ、現役員311名出席。

平成11年 12月22日　一円玉福祉募金運動20回を数える。

平成12年 ３月28日　これまでの６専門部制から４専門部制への案が次年度定期総会に提示されることとなる。
総務部・校外指導部・交通安全部・文化研修部・体育部・保健給食部の６専門部制を総務広
報部・生活安全部・文化研修部・保健体育部の４専門部制へ。

平成13年 ５月12日　定期総会開催、４専門部制承認される。
11月26日　市教委と市Ｐ連との教育懇談会において、次年度から全国的に実施される完全学校週５日制

への対応等について協議。

平成15年 市町村合併の準備が行政により進められる。

平成16年 市町村合併に伴うＰＴＡ側の準備のため会議を開催。河辺郡ＰＴＡ連合会の合同三役会にて調整。
11月23日　臨時総会を開催、河辺雄和地区を追加加入。

平成18年 子どもたちを取り巻く環境の悪化に伴い、生活安全部では不審者対策・子どもの安全確保と護身術を研修。
文化研究部では、親として自分自身を分析し、客観的に自分をみる力をつける研修を開催。

平成19年 ９月29日　秋田わか杉国体開催

平成20年 ３月６日　会報第100号発行

（3）　第105号　秋田市ＰＴＡ連合会会報

　秋田市ＰＴＡ連合会　60年の軌跡
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「
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
研
修
会
」

　
　
　
　

	
文
化
研
修
担
当

副
会
長　

鎌
田　

法
子

　

文
化
研
修
部
で
は
、
時
代
に

合
っ
た
生
活
や
教
育
に
関
す
る
研

修
会
を
通
じ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
充

実
し
た
子
育
て
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
、
子
ど
も

を
と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
親
と
し
て
の
役
目
も

多
岐
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
秋
田
市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
と
の
連
携

で
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
研
修
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
秋
田
市
教
育
研
究
所

に
お
い
て
、
秋
田
市
と
全
国
の
児

童
生
徒
の
携
帯
電
話
の
所
持
率
と

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用
状
況
、

家
庭
内
の
ル
ー
ル
、
携
帯
電
話
に

つ
い
て
の
意
識
・
学
習
時
間
と
の

関
係
、
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

の
事
例
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

そ
の
後
実
際
に
二
人
で
一
台
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
メ

デ
ィ
ア
の
現
状
を
か
い
ま
見
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
健
全
な
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
必
要
な
研
修
会
を
企
画

運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
是
非
み
な
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
一
円
玉
福
祉
募
金
運
動
」

生
活
安
全
部

	

秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
生
活
安

全
部
で
は
、
毎
年
十
二
月
に
「
一

円
玉
福
祉
募
金
運
動
」
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
秋
田
市

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
、
様
々

な
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
同

じ
時
代
を
生
き
る
仲
間
と
し
て
助

け
合
い
、
友
情
を
深
め
、
そ
し
て

一
円
玉
を
大
切
に
す
る
心
を
持
つ

人
間
に
育
つ
こ
と
を
願
い
開
催
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
今
年
度
二
十
九
回
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
活
動
は
昭
和
五
十
五

年
交
通
遺
児
の
た
め
の
「
一
円
玉

福
祉
募
金
」
と
し
て
開
始
し
、
平

成
十
五
年
か
ら
は
秋
田
市
内
の
養

護
施
設
等
に
児
童
数
に
よ
り
配
分

し
、
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

募
金
期
間
中
（
今
年
度
は
十
二

月
一
日
～
八
日
）
各
学
校
で
「
一

円
玉
福
祉
募
金
運
動
シ
ー
ル
」
を

空
き
瓶
等
の
容
器
に
貼
っ
て
各
教

室
に
設
置
し
、
子
ど
も
た
ち
が
直

接
容
器
に
一
円
玉
を
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
集
め
ら
れ
た
募

金
は
、
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が

と
り
ま
と
め
の
上
、
冬
休
み
初
日

（
今
年
度
は
十
二
月
二
十
六
日
）

に
、
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

贈
呈
式
を
行
い
ま
す
。

　

「
一
円
玉
福
祉
募
金
」
の
時
期

に
は
、
お
小
遣
い
や
買
い
物
の
お

つ
り
な
ど
か
ら
一
円
玉
を
募
金
用

に
よ
せ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
募
金
を

と
お
し
て
、
一
円
玉
の
大
切
さ
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
助
け
合
う

こ
と
の
優
し
い
心
が
育
つ
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

回 数 別 贈 呈 額
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メディアリテラシー研修会（秋田市教育研究所）
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「
知
力
、
体
力
は
朝
食
か
ら
」

　
　
　
　

	
秋
田
市
立
秋
田
南
中
学
校

栄
養
教
諭　

菊
地　

和
子

　

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動

は
、
政
府
・
民
間
が
一
体
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
健
康
の

三
原
則
［
食
事
・
運
動
・
休
養
］

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
て
も
実

行
に
移
す
の
は
難
し
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
毎
日
の
「
朝
食
」
を

中
心
に
し
て
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
始
ま
っ

た
運
動
で
す
。
生
活
習
慣
病
の
低

年
齢
化
、
お
金
さ
え
あ
れ
ば
い
つ

で
も
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

食
環
境
の
変
化
な
ど
子
供
た
ち
を

め
ぐ
る
生
活
の
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
身
近
な
朝
食
を
見
直
す

こ
と
で
、
改
善
の
一
歩
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　

朝
食
を
毎
日
食
べ
る
効
果
を

様
々
な
機
関
が
調
査
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
朝
食
を
食
べ
て

登
校
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
食

べ
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
よ
り

「
体
力
テ
ス
ト
」
や
「
学
力
テ
ス

ト
」
の
結
果
が
よ
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
県
の
平
成

十
七
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
毎

日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
人
は
約

九
十
％
で
し
た
。
全
国
平
均
よ
り

高
い
も
の
の
ま
だ
改
善
の
余
地
が

あ
り
ま
す
。

　

毎
日
朝
食
を
食
べ
て
ほ
し
い

と
、
本
校
に
お
い
て
も
「
調
査
活

動
」「
授
業
実
践
」「
便
り
配
布
」

等
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
授
業
で
は
朝
食
の
効
果
を
三

つ
の
ス
イ
ッ
チ
に
例
え
て
い
ま

す
。
一
つ
は
「
脳
」、
二
つ
目
は

「
体
」、
三
つ
目
は
「
通
じ
」
の
ス

イ
ッ
チ
で
す
。
ご
飯
や
パ
ン
な
ど

の
主
食
か
ら
摂
っ
た
ブ
ド
ウ
糖
が

脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
る
こ

と
、
卵
や
納
豆
な
ど
の
主
菜
の
た

ん
ぱ
く
質
が
体
温
上
昇
に
働
く
こ

と
、
野
菜
や
果
物
か
ら
摂
っ
た
食

物
繊
維
な
ど
が
通
じ
を
促
す
こ
と

を
話
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
朝
食

欠
食
を
し
て
い
る
人
は
と
り
あ
え

ず
食
べ
て
く
る
こ
と
、
食
べ
る
習

慣
の
つ
い
て
い
る
人
は
主
食
・
主

菜
・
副
菜
・
汁
物
な
ど
食
事
の
内

容
を
考
え
て
食
べ
る
こ
と
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
を
日

常
生
活
に
生
か
す
た
め
に
は
、
ご

家
庭
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

秋
田
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
が

生
涯
健
康
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
私
た
ち
大
人
が
責
任
を

持
っ
て
朝
食
を
食
べ
て
登
校
す
る

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
も
の

で
す
。

下新城小学校　11月７日㈮
ふるさと集会で地域の方たちと「もちつ
き」をしました。おいしい「おもち」を
全校で食べました。

金足東小学校　北部公民館まつり
へ出演�	 10月11日㈯
クラブの時間に黒川番楽保存会の方々か
ら習っている、扇舞を披露しました。

金足西小学校　９月14日㈰
あきたYOSAKOIキッズ祭り（横手市）

高清水小学校　11月1日㈯
「高清水秋田城跡太鼓」
創立130周年を記念して、式典では太鼓
クラブが初めての演技を披露しました。

スナップ　あきたっ子スナップ　あきたっ子



○
小
学
校
ゴ
ム
の
部　
　
　
　
　

優　

勝　

高
清
水
小
学
校

準
優
勝　

川
尻
小
学
校

三　

位　

港
北
小
学
校

　
　
　
　

八
橋
小
学
校

個
人
賞

田
中　
　

香
（
高
清
水
小
学
校
）

○
中
学
校
ゴ
ム
の
部

優　

勝　

泉
中
学
校

準
優
勝　

土
崎
中
学
校

三　

位　

秋
大
附
属
中
学
校

個
人
賞

小
笠
原
春
美
（
泉
中
学
校
）

○
小
学
校
ビ
ニ
ー
ル
の
部

優　

勝　

飯
島
小
学
校

準
優
勝　

桜
小
学
校

三　

位　

外
旭
川
小
学
校

　
　
　
　

八
橋
小
学
校

個
人
賞

伊
藤　

政
子
（
飯
島
小
学
校
）

○
中
学
校
ビ
ニ
ー
ル
の
部

優　

勝　

飯
島
中
学
校

準
優
勝　

城
東
中
学
校

三　

位　

秋
田
南
中
学
校

　
　
　
　

山
王
中
学
校

個
人
賞

伊
藤　

直
美
（
飯
島
中
学
校
）

○
小
学
校
革
の
部

優　

勝　

勝
平
小
学
校

準
優
勝　

広
面
小
学
校

三　

位　

寺
内
小
学
校

　
　
　
　

大
住
小
学
校

個
人
賞

松
川
み
ゆ
き
（
勝
平
小
学
校
）

○
中
学
校
革
の
部

優　

勝　

泉
中
学
校

準
優
勝　

城
南
中
学
校

三　

位　

雄
和
中
学
校

　
　
　
　

勝
平
中
学
校

個
人
賞

舟
木
し
げ
子
（
泉
中
学
校
）

○
小
学
校
の
部

優　

勝　

仁
井
田
小
学
校

準
優
勝　

大
住
小
学
校

三　

位　

外
旭
川
小
学
校

　
　
　
　

飯
島
南
小
学
校

特
別
賞

長
門　
　

満
（
仁
井
田
小
学
校
）

最
優
秀
選
手
賞

出
原　

勝
行
（
仁
井
田
小
学
校
）

優
秀
選
手
賞

伊
藤　

秀
樹
（
大
住
小
学
校
）

○
中
学
校
の
部

優　

勝　

外
旭
川
中
学
校

準
優
勝　

秋
田
東
中
学
校

三　

位　

山
王
中
学
校

　
　
　
　

勝
平
中
学
校

特
別
賞

高
橋　

直
仁
（
外
旭
川
中
学
校
）

最
優
秀
選
手
賞

熊
谷　

信
次
（
外
旭
川
中
学
校
）

優
秀
選
手
賞

鈴
木　

賢
一
（
秋
田
東
中
学
校
）

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
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■
八
月
二
十
三
日（
土
）

第
四
十
五
回
全
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
ボ
ー
ル

＝
秋
田
市
立
体
育
館

　

革
ボ
ー
ル
＝
河
辺
体
育
館

■
九
月
十
三
日（
土
）・
十
四
日（
日
）

第
六
十
一
回
全
市
野
球
大
会

秋
田
市
向
浜
四
面
球
場

　

市
Ｐ
連
六
十
周
年
記
念
す
べ

き
年
に
「
あ
き
た
っ
子
」
の
編

集
に
携
ら
せ
て
い
た
だ
き
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
ご
寄
稿
戴
き
ま

し
た
皆
様
に
は
、
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

	

秋
田
市
立
高
清
水
小
学
校

佐
々
木
秀
美

あ

と

が

き

六
十
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

事
務
局
次
長

六
十
周
年
記
念
事
業
担
当　

阿
部　

昌
子

　

十
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
市
Ｐ
連
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
に
多
数
の
ご
来
賓
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
業
は
、
思
い
を
形
に
し
表
現

で
き
る
や
り
が
い
の
あ
る
業
務
で

し
た
。
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も

幾
人
も
の
力
が
結
集
す
れ
ば
大
き

な
も
の
に
で
き
る
。
そ
れ
が
実
感

で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
も
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

大
勢
の
中
の
一
人
で
は
な
く
、

一
人
一
人
か
ら
広
が
っ
て
い
く
輪

を
目
指
し
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度　

球
技
大
会
結
果
報
告

　

今
年
度
、
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
親
睦
野
球
大
会
は
秋
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
創
立

六
十
周
年
を
記
念
大
会
と
し
、
各
優
勝
校
に
対
し
個
人
特
別
賞
を
設
け
ま
し
た
。

閉会式の様子


